
 

 

 

 

目標を立てただけでは…… 

                                    校長 菅原 尚志 

初夏の風がすがすがしい季節になりました。新年度が始まって早くも１か月がたち、校庭や緑地の木々も 

新緑の葉を生い茂らせております。この１か月は、新しい学級での生活や、新しい学年スタートなどに対する

期待感や、前向きな気持ちをもって過ごした生徒も多かったと思います。一方で、新しい生活への緊張疲れな

どもあったと思います。疲れも溜まる時期ですが、先日までの大型連休でリフレッシュできたのではないでし

ょうか。今月から６月１日の体育大会に向けての練習が始まります。夏の暑さに負けないよう、しっかりと生

活のリズムや体調を整えて練習に臨んでください。 

さて、新学期が始まってから、学習や生活などについて、皆さんはどんな目標を立てましたか。多くの皆さ

んは、これまでの学習や生活を振り返って、それぞれの目標を立てたと思います。５月のこの時期に大切なこ

とは、目標を立てることと、何よりその目標を実現するための計画を立てて実行し始めることです。このこと

は、皆さんが中学校を卒業した後、高校生や社会人になっても必要になる力だと考えます。目標を立てたけれ

ど、何もせずに毎日を過ごしていては、実現できることも実現できなくなります。中学生の皆さんには、様々

な可能性があります。努力次第で目標は達成できます。１年のスタートである今の時期を大切にしてください。 

また、１年間などの中長期的な目標だけでなく、短期的な目標を立てることも大切です。具体的な取組とし

ては、今週末から始まる１学期の中間考査があります。１年生にとっては、中学校で初めての定期考査になり

ます。漠然としたまま試験に臨むことなく、目標と、その目標を実現するための計画をしっかりと立て、その

計画を実行してほしいと思います。短期的な目標の実現に向けた取組の積み重ねが、皆さんにとって、大きな

力につながるものと考えます。ぜひ、今の時期を大切にしてください。 

最後になりますが、４月は始業式や入学式のほかにも、様々な取組がありました。大きなものでは、１年生

を対象とした、市立中学校での最初の宿泊行事である「ふれあい自然教室」に、本校では４月２５日、２６日

の２日間で行ってきました。この「ふれあい自然教室」は、中学校入学後の早い時期に実施する取組で、中学

校における、よりよい人間関係づくりを目的としています。出発前日までは雨が降っておりましたが、当日は

天候が回復し、２日間の行程を予定どおり終えることができました。 

参加した子供たちは、中学校で初めての宿泊行事ということを感じさせないぐらい、現地での調査活動や係

の仕事にしっかり取り組んでいました。また、体験的な学習では、リニアモーターカーの速さに歓声を上げた

り、風穴・氷穴の寒さに驚いたりするなど１年生らしい感動がありました。子供たちが計画した宿舎でのレク

リエーション活動では、どの生徒も楽しんで参加している様子が見られました。保護者のもとを離れ、寝食を

共にすることで、生徒同士、生徒と先生の関係が深まるとともに、 

仲間と共有できる楽しい思い出が作れたと思います。また、集団生 

活を通じて、子供たちの中で「七中生」になったという自覚が芽生 

えたように感じています。この１年間、学校では様々な教育活動が 

予定されています。それぞれ取組を通じ、１年生だけでなく、どの 

学年の生徒も、よりよい人間関係を築いてほしいと思います。 
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七中生の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
対面式 
  部活動紹介の様子        新入生を迎える３年生 

 

 

2年生学年集会 
  ガイダンスの様子 

 

 

全学年 
  専門委員会認証式の様子 

 

 

 

 1年生 
   自然教室の様子 

 

バスケットボール部男子 

 令和6年度多摩地区中学校 

バスケットボール大会 

 ・予選リーグ大会突破 

 ・決勝トーナメント2回戦進出 

ベスト３２ 

新緑のまぶしい快晴の空の下、5月4日に府中 大國魂神社

例大祭 くらやみ祭の、山車行列が行われました。武蔵台の

お囃子、山車行列には七中生と教員が多く参加しました。 

陸上部 

東京中学生春季陸上競技大会 

・共通男子 ４×１００ｍリレー 

 ・記録 ４６′９６ 

・東京都総合体育大会出場決定 

東京都中学校地域別陸上競技大会

出場 

 
エコキャップ・リサイクル運動 
 

七中生が集めたペットボトルキ

ャップを回収していただいたとこ

ろ、総重量７０ｋｇ(約35､000個)

となり、CＯ₂約２２０．５㎏削減す

ることができました。 

また、NPO 法人であるポリオワ

クチン寄贈団体へ寄付をします。ご

協力ありがとうございました。 



令和5年度に離任された先生方から ① 
 

 

 

                           

第１５代校長  

 

  令和２年４月。この時、新型コロナウィルスという未知なるウイルスによる感染症にどのように 

対処したらよいのか、日本はもちろんのこと、世界中が混乱の渦の中にいました。そのような中で、 

府中七中での校長生活が始まりました。着任式、始業式も校庭で学年別に短時間で実施。入学式は 

急遽放送による式。そして再びの休校・・・。全員がそろったのは２ヶ月後の６月でした。 

  あれから４年。今、たくさんの思い出がよみがえってきます。この時期、校門から見る新緑の木  々

を見るのが大好きでした。今年も木々たちは元気でしょうね。 

  木々よりももっと好きだったのが、七中生たちです。というより七中が大好きでした。素直で何で 

も一生懸命、先生たちのことを信頼し、私にも本当によく話をしてくれましたね。合唱コンクールの 

練習は最高に楽しかったし、面談は私の楽しみでもありました。多くの宝物をくれた七中生には感謝 

しかありません。どんなときも生徒のことを考え、一生懸命で七中のために力を発揮してくれた先生 

方。どんなときも子どものことを大事にし、学校に協力的だった保護者の皆様。いつも応援してくだ 

さった地域の皆様。多くの方に支えられた４年間でした。本当にありがとうございました。 

  最後に、皆様に一言。「どんなときも笑顔。笑顔が幸せを呼ぶ。」どうか笑顔あふれる七中であり続 

けてください。私も毎日笑顔でいます。そして新たな挑戦のため、日々奮闘しています。またいつか 

笑顔で会える日を楽しみにしています。 

 本当にありがとうございました。七中のますますの発展をお祈りしています。 

 

 

 

 

 

副校長 

あっという間の1年でした。島の学校から七中に着任して初めて学校に訪れた時、緑が多く素敵 

な学校だと思いました。生徒のみなさんは廊下や登下校時に気持ちよく挨拶をしてくれて気持ちが 

明るくなりました。何事にも真面目に取り組む七中生、特にボランティア活動では多くの生徒が参 

加し活動できたことは本当に素晴らしいことだと思いました。保護者の皆様・地域の皆様には学校 

行事、地域行事の際に学校を支えていただきありがとうございました。地域の中で、のびのびと育 

つ七中生たちの成長に携わることができ感謝しかありません。今後の七中生の活躍を楽しみにして 

おります。短い間でしたが本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次号も、転任された先生方からのメッセージを紹介します。 



 

 


